
ひ
な
祭
り
の
縁
起
物
を
求
め
て

雪
の
舞
う
空
模
様
…

よ
う
や
く
お
目
見
え
！

城 崎城 崎

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

拍
手
と
歓
声
で

会
場
は
大
盛
り
上
が
り

竹 野竹 野

Ｔテ

ィ

ー

フ

レ

ン

ズ

↓
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
こ
ど
も
ま
つ
り

若
者
の
手
作
り
広
場
で

一
緒
に
遊
ぼ
う
‼

豊 岡豊 岡

▲ハマグリは素早く動いたりしないから楽勝！の思い
も、なかなか取れずに焦燥感…

　

2
月
17
日
、
五
荘
地
区
公
民
館（
上
陰
）で
、
世
代

間
交
流
な
ど
を
目
的
に「
こ
ど
も
ま
つ
り（
青
少
年
交

流
サ
ロ
ン『
T
↓
f
r
i
e
n
d
s
』主
催
）」が
開
催

さ
れ
、
約
6
0
0
人
の
親
子
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

青
少
年
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
Ｓエ
ス

Ｋケ
ー

Ｂビ
ー

48
）の
協

力
を
得
て
、
約
50
人
の
若
者
が
、
会
場
設
営
か
ら
ゲ

ー
ム
、
運
営
な
ど
、
全
て
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
は
激
安
で
買
い
物
で
き
る「
シ
ョ
ッ
プ

ラ
ン
ド
」や
射
的
・
輪
投
げ
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
な
ど
が

楽
し
め
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド
」な
ど
四
つ
の
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
、
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
暗
闇
で
宝
探
し
を
す
る「
ホ
ラ
ー
ラ
ン
ド
」

は
大
人
気
で
、終
始
、長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

城
崎（
円
山
川
下
流
域
）で
行
わ
れ
て
い
る
ハ
マ
グ

リ
漁
の
テ
レ
ビ
取
材
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
の
企
画「
ひ
な
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
、
ひ
な
祭

り
に
欠
か
せ
な
い
と
い
わ
れ
る
ハ
マ
グ
リ
を
求
め
、

局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
漁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

円
山
川
の
ハ
マ
グ
リ
は
汽
水
域
で
育
ち
、
非
常
に

味
が
良
い
と
の
評
判
も
、
台
風
な
ど
の
影
響
で
漁
獲

量
は
少
な
く
な
り
、
漁
師
で
さ
え
一
日
に
取
れ
る
量

が
数
個
の
と
き
も
…
。
今
や
貴
重
な
食
材
と
な
っ
た

ハ
マ
グ
リ
は
、
悪
天
候
の
影
響
で
な
か
な
か
姿
を
見

せ
ず
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
も
焦
る
ば
か
り
。
し
か
し
、

午
後
に
は
天
候
の
回
復
も
あ
っ
て
、
成
果
を
上
げ
、

無
事
に
漁
を
終
え
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
、
竹
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町

須
谷
）で
、岡　

次
郎
さ
ん
、美
枝
子
さ
ん
夫
婦
の「
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」（
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
竹
野
地

区
セ
ン
タ
ー
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
さ
ん

夫
婦
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
各
地
の
福
祉
施
設
な
ど
を

訪
問
し
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、い
き
い
き
く
ら
ぶ
利
用
者
と
竹
野
認
定
こ
ど

も
園
の
園
児
が
、
交
流
を
兼
ね
て
マ
ジ
ッ
ク
を
観
賞

し
ま
し
た
。園
児
ら
は
空
箱
の
中
か
ら
突
然
ハ
ト
が
出

て
く
る
マ
ジ
ッ
ク
に
大
興
奮
。い
き
い
き
く
ら
ぶ
利
用
者

ら
も
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
、
岡　

次
郎

さ
ん
が「
ま
た
会
お
う
ね
」と
声
を
掛
け
る
と
、
園
児

ら
は「
は
ー
い
」と
元
気
に
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲盛り上がった｢紙ヒコーキ王決定戦」。11.3ｍ飛ばした
畑中優

ゆう

奈
な

さん（三江小４年）が優勝

▲岡さんのマジックを前のめりになって見る園児ら
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ま
る
ご
と
モ
ン
ゴ
ル
雛ひ
な

ま
つ
り

モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
文
化
と

日
本
の
伝
統
行
事
が
素
敵
に
マ
ッ
チ

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲足が進まないっ！…かと思うと、急に滑り出す…竹ス
キーのコントロールに一苦労！

　

2
月
17
日
、
ア
ッ
プ
か
ん
な
べ（
日
高
町
太
田
）で
、

第
1
回
竹
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら

成
人
ま
で
の
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

庶
民
の
遊
び
道
具
と
し
て
各
家
庭
に
1
台
は
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る「
竹
ス
キ
ー
」。
い
つ
し
か
消
え
た
こ

の
遊
び
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」

が
企
画
。
参
加
者
は
、
竹
ス
キ
ー
を
目
の
前
に
、「
懐

か
し
い
」「
滑
れ
る
の
?
」と
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
。

　
「
子
供
」「
男
性
」「
女
性
」の
3
部
門
に
分
か
れ
、
約

30
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

思
う
よ
う
に
滑
ら
な
い
竹
ス
キ
ー
に
悪
戦
苦
闘
し
、

何
と
か
ゴ
ー
ル
す
る
参
加
者
の
姿
に
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲馬頭琴（モンゴル民族の楽器）とドンブラ（カザフ民族の
楽器）のコンサート風景

　

3
月
2
日
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館（
但

東
町
中
山
）で
、「
ま
る
ご
と
モ
ン
ゴ
ル
雛
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
し
た
。
入
口
近
く
の
フ
ロ
ア
で
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
お
茶
ス
ー
テ
ー
ツ
ァ
イ（
岩
塩
入
り
の
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
）と
お
菓
子
の
ボ
ー
ブ
な
ど
の
も
て
な
し

が
あ
り
、
館
内
は
ほ
の
ぼ
の
し
た
雰
囲
気
に
。
来
館

者
は
約
50
点
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
衣
装
の
試
着
や

競
馬
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
写
真
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
馬ば

頭と
う

琴き
ん

・
ド
ン
ブ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
企
画
展
の
写

真
撮
影
者
・
西
村
幹
也
さ
ん
の
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
懐
か
し
く
心
揺
さ
ぶ
る
遊
牧
の
民
の
調
べ
は
、

観
客
を
魅
了
し
、
草
原
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

桂
小
五
郎
の
出
石
潜
伏
を
振
り
返
る

古
絵
は
が
き
・
写
真
が
残
す

出
石
の
歴
史
を
伝
承

出 石出 石
　

3
月
3
日
、
出
石
明
治
館（
出
石
町
魚
屋
）で
、
桂

小
五
郎
の
出
石
潜
伏
を
ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返
る
講
演

会（
出
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）が
あ
り
、
約
30

人
の
市
民
ら
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

中
村
英
夫
さ
ん（
出
石
町
材
木
）が
、
収
集
し
た
古

絵
は
が
き
・
写
真
約
70
枚
を
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
な

が
ら
、
出
石
町
内
に
残
る「
桂
小
五
郎
の
出
石
潜
伏

に
関
係
す
る
記
念
碑
」な
ど
の
解
説
を
加
え
ま
し
た
。

約
80
年
前
と
現
在
の
町
並
み
を
見
比
べ
る
ス
ラ
イ
ド

で
は
、
参
加
者
か
ら
当
時
を
懐
か
し
む
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は「
絵
は
が
き
や
写
真
が
残
し

て
い
る
か
つ
て
の
市
内
の
出
来
事
を
伝
承
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

▲普段何気なく見ていた記念碑の由来を学び、目からう
ろこの参加者

第
１
回
竹
ス
キ
ー
大
会

な
か
な
か
滑
ら
な
い
ス
キ
ー
に

四
苦
八
苦
！
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